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三み

木き

宗そ
う

策さ
く

は
１
８
９
１
（
明
治
24
）
年
、

郡
山
市
本
町
七
番
地
、
現
在
の
郡
山
市
本

町
一
丁
目
11
番
地
に
、
表
装
を
生
業
と
す

る
三
木
宗
次
郎
と
ハ
ル
と
の
間
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
兄
の
宗
太
郎
は
「
大

た
い
り
ょ
う梁
」
と
い

う
雅
号
で
再
興
院
展
に
入
選
し
た
こ
と
も

あ
る
日
本
画
家
で
し
た
。
三
木
の
二
男
で

あ
る
多た

聞も
ん

氏
は
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
、

文
化
庁
文
化
財
保
護
部
企
画
官
を
経
て
、

10
月
31
日（
土
）
～
12
月
23
日（
水
・
祝
）

休
館
日
　
毎
週
月
曜
日（
11
月
23
日
は
開
館
・
翌
日
休
館
）

観
覧
料
　
一
般 

500(

400)

円
　
高
・
大
生
300(

240)

円

※（
　
）内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金
。
中
学
生
以
下
、65
歳
以
上
の
方
、障
が

い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
無
料
。

主
　
催
　
郡
山
市
立
美
術
館

国
立
国
際
美
術
館
長
、
徳
島
県
立
美
術
館

長
、
東
京
都
写
真
美
術
館
長
を
歴
任
さ
れ

ま
し
た
。
特
に
郡
山
市
で
は
１
９
８
２（
昭

和
57
）
年
か
ら
美
術
館
基
本
構
想
懇
話
会

委
員
等
を
務
め
ら
れ
、
郡
山
市
立
美
術
館

建
設
計
画
当
初
か
ら
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。

　

三
木
宗
策
は
高
村
光こ

う

雲う
ん

の
弟
子
山
本
瑞ず

い

雲う
ん

の
も
と
で
修
業
し
、
官
展
や
日
本
木
彫

会
、
正
統
木
彫
家
協
会
を
中
心
に
活
躍
し

ま
し
た
。
明
治
後
期
か
ら
戦
前
ま
で
、
西

洋
か
ら
の
新
し
い
芸
術
が
紹
介
さ
れ
る
中
、

木
彫
家
た
ち
も
新
し
い
表
現
を
模
索
し
続

け
、
そ
の
中
で
も
三
木
は
「
新
し
い
造
形

精
神
に
立
脚
し
た
伝
統
木
彫
の
確
立
」（
三

木
多
聞
『
三
木
宗
策
の
木
彫
』
平
成
18
年
）

を
目
指
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
彼
の
も
と
に
は
、
二
本
松
市
出

身
の
橋
本
高

こ
う
し
ょ
う昇

（
１
８
９
５
～
１
９
８
５
）、

須
賀
川
市
出
身
の
柳
沼
曹そ
う

雲う
ん

（
１
９
０
５

～
１
９
８
１
）、
郡
山
市
出
身
の
本
田
晶あ

き

彦ひ
こ

（
１
９
０
７
～
１
９
９
８
）、
伊
達
市
出

身
の
太
田
良
平
（
１
９
１
３
～
１
９
９
７
）

な
ど
、
県
内
出
身
者
も
多
く
弟
子
と
し

て
入
門
し
ま
し
た
。
中
で
も
佐
藤
静せ

い

司じ

氏

（
１
９
１
５
年
生
ま
れ
）
は
、
三
木
の
生
地

か
ら
歩
い
て
５
分
も
か
か
ら
な
い
駅
前
町

に
生
ま
れ
、
現
在
も
日
展
を
中
心
に
活
躍

中
で
す
。
貫
録
の
あ
る
《
ガ
マ
》
は
、
今

年
百
歳
を
迎
え
た
佐
藤
氏
が
、
修
業
時

代
に
三
木
の
作
品
を
模
刻
し
た
も
の
で
す
。

木
彫
で
あ
り
な
が
ら
、
両
生
類
特
有
の
ヌ

ル
ッ
と
し
た
触
覚
ま
で
感
じ
ら
れ
ま
す
。

佐
藤
氏
は
、
三
木
が
依
頼
さ
れ
た
仏
像
の

制
作
を
手
伝
っ
た
り
、
作
品
の
着
色
を
任

さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

佐
藤
氏
ら
は
三
木
の
家
に
他
の
兄
弟
弟

子
た
ち
と
と
も
に
寝
泊
ま
り
し
て
、
い
わ

ゆ
る
丁で

っ
ち稚
奉
公
の
よ
う
に
修
業
を
し
て
い

ま
し
た
。
も
と
も
と
七
男
三
女
と
い
う
大

家
族
の
家
に
育
っ
た
三
木
に
と
っ
て
は
、

家
族
に
加
え
て
何
人
も
の
弟
子
と
と
も
に

生
活
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
だ
っ
た
よ

う
で
す
。

　

今
回
の
「
三
木
宗
策
の
世
界
展
」
で
は
、

三
木
が
弟
子
た
ち
に
ど
う
い
っ
た
指
導
を

し
て
い
た
の
か
が
垣
間
見
ら
れ
る
展
示
も

あ
り
ま
す
。
修
業
と
い
っ
て
も
、
直
接
手

取
り
足
取
り
三
木
が
教
え
た
わ
け
で
は
な

く
、
弟
子
た
ち
は
師
匠
と
寝
食
を
共
に
し
、

身
の
回
り
の
世
話
を
し
な
が
ら
、
そ
の
中

で
い
わ
ば
師
匠
の
技
術
を
見
よ
う
見
ま
ね

で
修
得
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

あ
る
程
度
技
術
が
備
わ
っ
て
く
る
と
、

三
木
は
弟
子
た
ち
に
動
物
の
彫
刻
を
制
作

さ
せ
ま
し
た
。《
ガ
マ
》
は
そ
ん
な
中
で
佐

藤
氏
が
模
刻
し
た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。

　

模
刻
、
と
い
う
の
は
、
た
だ
形
を
ま
ね

る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
木
彫

の
場
合
、
年
輪
に
対
し
て
縦
に
彫
る
の
か

横
に
彫
る
か
で
力
の
入
れ
具
合
も
変
わ
っ

て
き
ま
す
。
そ
の
時
、
師
匠
が
素
材
と
し

て
ど
の
木
の
ど
の
部
分
を
使
い
、
ど
の
鑿の

み

で
ど
の
よ
う
に
力
を
入
れ
て
彫
っ
て
い
く

佐藤静司《ガマ》（三木宗策作品の模刻）
木彫　12.5×21.4×25.0cm　当館蔵　佐藤静司氏寄贈

三木宗策《丹花綻ぶ》　1936 年
木彫着彩　149.0×99.8×99.0cm
当館蔵　高橋和夫氏、周子氏寄贈

三木宗策《大葉子》　1942 年
木彫着彩　196.0×112.0×64.0cm
当館蔵　萩原巌氏寄贈

三木宗策《大日如来》
木彫着彩　163.0×106.0×106.0cm
西円寺蔵
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サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
所
蔵
品
展

夢
と
あ
こ
が
れ
の
形

関
連
行
事

○
講
演
会
「
近
代
の
正
統
性

三
木
宗
策
の
仏
像
を
め
ぐ
っ
て
」

　

講
師　

小
泉
晋
弥
さ
ん
（
茨
城
大
学
教
授
）

　

日
時　

11
月
23
日
（
月
・
祝
）
午
後
２
時
～

　

場
所　

多
目
的
ス
タ
ジ
オ
（
入
場
無
料
）

○
美
術
講
座

・「
近
代
の
木
彫
作
品
を
伝
え
る
」

　

日
時　

12
月
５
日
㈯　

午
後
２
時
～

　

講
師　

当
館
学
芸
員

　

会
場　

講
義
室
（
入
場
無
料
）

・「
三
木
宗
策
と
戦
前
の
彫
刻
に
つ
い
て
」

　

日
時　

12
月
13
日
㈰　

午
後
２
時
～

　

講
師　

当
館
学
芸
員

　

会
場　

講
義
室
（
入
場
無
料
）

○
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

日
時　

11
月
14
日
㈯
、
28
日
㈯　

午
前
11
時
～

　

講
師　

当
館
学
芸
員

　

会
場　

企
画
展
示
室
（
要
観
覧
券
）

○
映
画
会

・「
楊
貴
妃
」（
１
９
５
５
年　

98
分
）

　

日
時　

11
月
22
日
㈰　

午
後
２
時
～

　

会
場　

多
目
的
ス
タ
ジ
オ
（
入
場
無
料
）

・「
ア
ジ
ア
の
瞳
」（
１
９
９
７
年　

90
分
）

　

日
時　

12
月
20
日
㈰　

午
後
２
時
～

　

会
場　

多
目
的
ス
タ
ジ
オ
（
入
場
無
料
）

○
如
宝
寺
欄
間
彫
刻
公
開

　

日
時　

11
月
７
日
㈯
、
８
日
㈰

　
　
　
　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

　

会
場　

如
宝
寺
（
郡
山
市
堂
前
町
４
︱
24
）

オープニングのテープカット（平成27年９月５日）
左から勝田哲司氏（公益財団法人サントリー芸術財団専務理事・サ
ントリー美術館支配人）、大河内勇希氏（一般公募代表）、福本とも
み氏（サントリーホールディングス株式会社執行役員・コーポレー
トコミュニケーション本部副本部長）、品川萬里（郡山市長）、小野
義明（郡山市教育委員会教育長）、佐治ゆかり（当館館長）

　
こ
の
展
覧
会
は
、サ
ン
ト
リ
ー
グ
ル
ー

プ
の
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動「
サ

ン
ト
リ
ー
東
北
サ
ン
さ
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の

で
、
展
覧
会
初
日
に
は
、
開
会
式
と
内

覧
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
期
中
は
、

被
災
地
の
小
中
学
生
の
鑑
賞
活
動
も
あ

り
ま
し
た
。

　
今
回
の
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
展
は
「
生
活
の
中
の
美
」
と

い
う
基
準
で
構
成
さ
れ
、
市
井
の
人
々

の
生
活
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
作
品

が
多
く
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
そ
の

内
容
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
デ

ジ
タ
ル
展
示
も
行
い
ま
し
た
。

　《
洛
中
洛
外
図
屛
風
》
に
は
、

祇
園
祭
の
様
子
や
、
清
水
寺
な

ど
た
く
さ
ん
の
名
所
が
描
か
れ

て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
展
示
の
画

面
を
タ
ッ
チ
す
れ
ば
そ
こ
が
拡

大
さ
れ
解
説
と
共
に
そ
の
内
容

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、《
鼠ね

ず
み
の
そ
う
し

草
子
絵え

巻ま
き

》
も
デ

ジ
タ
ル
展
示
に
よ
っ
て
、
描
き

込
ま
れ
て
い
た
セ
リ
フ
の
部
分

を
現
代
語
訳
で
読
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
鼠
の
主
人
公
が
、

人
間
の
姫
と
結
婚
し
た
い
と
願

う
と
い
う
奇
想
天
外
な
物
語
の

お
も
し
ろ
さ
を
さ
ら
に
楽
し
め

ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
　
サ
ン
ト
リ
ー
東
北
サ
ン
さ
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
か
、
を
弟
子
た
ち
は
模
刻
に
よ
っ
て
学

ん
で
い
き
ま
す
。
師
匠
の
作
品
を
模
刻
す

る
と
い
う
の
は
、
技
術
修
得
に
お
い
て
は

非
常
に
有
効
な
こ
と
で
あ
り
、
伝
統
的
な

木
彫
の
世
界
で
は
重
要
な
修
業
の
ひ
と
つ

な
の
で
す
。

　

三
木
宗
策
は
６
世
紀
の
新
羅
で
夫
の
死

を
悲
し
む
《
大お

お

葉ば

子こ

》
や
、
湯
上
り
の
楊

貴
妃
を
主
題
に
し
た
《
丹
花
綻

ほ
こ
ろ

ぶ
》、
戦

国
時
代
の
天
正
遣
欧
少
年
使
節
で
あ
る

《
羅ロ

ー
マ馬

少
年
使
節
》
な
ど
、
歴
史
や
神
話
を

も
と
に
し
た
作
品
の
ほ
か
に
、
神
社
仏
閣

の
尊
像
も
多
く
制
作
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

多
く
の
記
念
像
制
作
も
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
そ
れ
ら
は
銅
像
だ
っ
た
の
で
、

戦
争
に
使
う
戦
艦
や
弾
丸
に
す
る
素
材
と

し
て
、
終
戦
近
く
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど
が

供
出
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
戦
中
ま
で
の

日
本
を
代
表
す
る
彫
刻
家
で
あ
っ
た
の
に

も
関
わ
ら
ず
、
現
在
ま
で
な
か
な
か
顧
み

ら
れ
る
機
会
が
な
か
っ
た
の
は
そ
ん
な
理

由
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　

三
木
は
終
戦
直
後
の
１
９
４
５
（
昭
和

20
）
年
11
月
、
疎
開
し
て
い
た
郷
里
で
54

歳
を
目
前
に
亡
く
な
り
ま
す
。
作
家
と
し

て
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
、
と
い
う
時
期

だ
っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
ま
す
。
今
回
の

展
覧
会
は
、
三
木
の
生
前
も
含
め
て
初
め

て
の
回
顧
展
に
な
り
ま
す
。
貴
重
な
機
会

を
ぜ
ひ
お
見
逃
し
な
く
。

　

な
お
、
常
設
展
示
室
３
で
は
、「
三
木
宗

策
の
世
界
展
」に
あ
わ
せ
て「
郡
山
の
彫
刻
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
当
館
収
蔵
品
を
展
示
し

て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
あ
わ
せ
て
ご

覧
く
だ
さ
い
（
12
月
27
日
ま
で
）。

（
当
館
学
芸
課
主
任
主
査　

菅
野
洋
人
）

三木宗策《羅馬少年使節》　1934 年
木彫着彩　133.0×117.0×45.0cm
東京藝術大学蔵

会　　期：平成27年９月５日㈯
　　　　　～ 10月18日㈰
休 館 日：�毎週月曜日（9月21日（月・祝）、

10月12日（月・祝）は開館、9月
24日㈭、10月13日㈫休館）

主　　催：郡山市立美術館・
　　　　　サントリー美術館
特別協賛：サントリーホールディングス
　　　　　株式会社
機材提供：シャープ株式会社
企画協力：大日本印刷
　　　　　ＬＤＭＬプロジェクト
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ル
ー
シ
ー
・
リ
ー
展

平
成
28
年
１
月
16
日
㈯
～
３
月
21
日
㈪

休
館
日	

毎
週
月
曜
日（
３
月
21
日
は
開
館
）

観
覧
料	

一
般 

800(

640)
円

	

高
・
大
生
500(

400)

円

※（
　
）内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金
。
中
学
生

以
下
、65
歳
以
上
、障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方
は
無
料
。

主
　
催	

郡
山
市
立
美
術
館

	

日
本
経
済
新
聞
社

後
　
援	

オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
館

	

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
カ
ウ
ン
シ
ル

協
　
賛	

大
伸
社

協
　
力	

オ
ー
ス
ト
リ
ア
航
空

	

全
日
本
空
輸

	

ル
フ
ト
ハ
ン
ザ 

カ
ー
ゴ 

Ａ
Ｇ

　

ル
ー
シ
ー
・
リ
ー
（
１
９
０
２
～

１
９
９
５
）
は
、
ウ
ィ
ー
ン
の
裕
福
な
家

庭
に
生
ま
れ
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
で

活
躍
し
た
女
性
陶
芸
家
で
す
。

　

彼
女
の
作
品
に
は
、
独
特
な
か
た
ち
、

装
飾
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
そ
の

二
つ
の
要
素
が
分
離
す
る
こ
と
は
な
く
、

一
体
と
な
っ
て
成
立
し
て
い
る
造
形
が
印

象
的
で
す
。
そ
れ
に
は
リ
ー
の
独
自
の
手

法
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
な
か
で

も
代
表
的
な
の
は
、
焼
成
前
の
乾
い
た
土

に
針
で
線
模
様
を
描
き
、
そ
こ
に
色
土
や

釉
を
塗
り
込
む
と
い
う
技
法
で
す
。
こ
う

す
る
こ
と
で
、
筆
で
描
く
よ
り
も
シ
ャ
ー

プ
な
線
文
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ
の
技
法
に
よ
っ
て
で
き
た
文
様
は
、

《
ピ
ン
ク
線
文
鉢
》
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

薄
く
、
緊
張
感
の
あ
る
フ
ォ
ル
ム
と
調
和

し
て
融
合
し
、
作
品
の
か
た
ち
を
よ
り
魅

力
的
に
見
せ
て
い
る
の
で
す
。

　

ま
た
、《
ス
パ
イ
ラ
ル
文
花
器
》
の
よ

う
な
螺ら

旋せ
ん

模
様
の
花
器
も
、
彼
女
の
特
徴

的
な
作
品
の
ひ
と
つ
で
す
。
こ
れ
は
、
二

種
類
以
上
の
粘
土
が
轆ろ
く
ろ轤

の
回
転
に
よ
っ

て
混
じ
り
合
い
、
器
の
な
か
に
螺
旋
模
様

が
描
か
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
螺
旋
模

様
が
ゆ
る
や
か
に
昇
り
な
が
ら
た
ど
り
つ

く
口
縁
部
は
、
さ
ら
に
そ
の
先
を
思
わ
せ

る
よ
う
に
曲
線
を
描
い
て
い
ま
す
。
模
様

と
か
た
ち
が
見
事
に
響
き
あ
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
効
果
が
最
大
限
に
引
き
出
さ
れ
て
い

る
作
品
で
す
。

　

リ
ー
の
器
の
魅
力
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

や
わ
ら
か
な
色
彩
も
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。
素
朴
で
あ
り
な
が
ら
洗
練
さ
れ
た
彼

女
の
作
品
は
、
緻
密
な
計
算
の
も
と
に
制

作
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
手
作
り

の
優
し
さ
と
馴
染
み
や
す
さ
が
あ
り
ま

す
。そ
れ
に
は
、器
の
色
も
大
き
く
関
わ
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
彼
女
の
つ

く
り
出
す
色
彩
は
、
ど
れ
も
あ
た
た
か
み

を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
色
彩
は
、

何
度
も
釉
薬
の
実
験
を
繰
り
返
し
、
リ
ー

が
独
自
に
調
合
し
て
作
っ
た
も
の
で
、
す

関
連
行
事

○
講
演
会「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
陶
芸
家
、

ル
ー
シ
ー
・
リ
ー
の
造
形
美
」

　

講
師　

金
子
賢
治
さ
ん（
茨
城
県
陶
芸
美
術
館
長
）

　

日
時　

平
成
28
年
１
月
30
日
㈯　

午
後
２
時
～

　

場
所　

多
目
的
ス
タ
ジ
オ（
入
場
無
料
）

○
美
術
講
座「
色
が
奏
で
る
器
た
ち
」

　

日
時　

平
成
28
年
２
月
28
日
㈰　

午
後
２
時
～

　

講
師　

当
館
学
芸
員

　

会
場　

講
義
室（
入
場
無
料
）

○
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

日
時　

平
成
28
年
２
月
13
日
㈯
、27
日
㈯

　
　
　
　

午
後
２
時
～

　

講
師　

当
館
学
芸
員

　

会
場　

企
画
展
示
室（
要
観
覧
券
）

○
映
画
会「
菩
提
樹
」（
１
９
５
６
年　

１
０
６
分　

字
幕
）

　

日
時　

平
成
28
年
２
月
20
日
㈯　

午
後
２
時
～

　

会
場　

多
目
的
ス
タ
ジ
オ（
入
場
無
料
）

※
他
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く

は
館
内
チ
ラ
シ
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

べ
て
「
釉
薬
ノ
ー
ト
」
に
記
録
し
て
あ
り

ま
す
。
こ
の
ノ
ー
ト
に
よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ

ど
お
り
の
色
を
再
現
で
き
、
器
に
ぴ
っ
た

り
の
色
彩
を
ま
と
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
す
。

　

本
展
は
、
ル
ー
シ
ー
・
リ
ー
の
作
品
約

２
０
０
点
で
彼
女
の
足
跡
を
た
ど
り
、
そ

の
魅
力
に
迫
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
今
回
展
示
さ
れ
る
作
品
の
大
半
が
日

本
で
は
初
公
開
と
な
り
ま
す
。
彼
女
の
陶

芸
へ
の
真
摯
な
姿
勢
が
生
み
出
し
た
、
表

情
豊
か
な
作
品
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

（
当
館
学
芸
員　

新
田
量
子
）

ルーシー・リーのポートレイト
Lucie Rie Archive,　Sainsbury Centre 
for Visual Arts, University of East 
Anglia, UK/　Photo：Pete Huggins

《スパイラル文花器》1980 年頃　個人蔵
Estate of the artist　撮影：大屋孝雄

《ピンク線文鉢》1980 年頃　個人蔵　Estate of the artist
撮影：上野則宏

没後２０年
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星　

博
人
（
福
島
県
教
育
セ
ン
タ
ー
指
導
主
事
）

美
術
館
は
豊
か
な
学
び
の
宝
庫

　

昨
年
度
か
ら
、
郡
山
市
立
美
術
館
と
の

共
催
で
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の
教
師
を

対
象
と
し
た
美
術
館
に
お
け
る
鑑
賞
の
指

導
法
講
座
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
は
、
ア
ー
ト
カ
ー
ド
な
ど
の
補
助
教
材

を
使
っ
た
ア
ー
ト
ゲ
ー
ム
や
、
数
人
の
グ

ル
ー
プ
で
対
話
し
な
が
ら
鑑
賞
を
す
す
め

る
対
話
に
よ
る
鑑
賞
な
ど
様
々
な
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
、
鑑
賞
に
お
け
る
学

び
に
つ
い
て
検
証
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
鑑
賞
を
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
活
動

に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
美
術
館
は
豊
か
な

創
造
の
場
と
な
る
こ
と
を
受
講
し
た
教
師

と
と
も
に
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
代
の
作
品
解
釈
に
、
作
品
に
は
一
つ

の
動
か
ぬ
意
味
が
存
在
し
、
そ
れ
を
読
み

解
く
の
で
は
な
く
、
見
る
人
ご
と
に
生
み

出
さ
れ
る
多
様
な
解
釈
が
あ
る
と
い
う
考

え
方
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
鑑
賞
す
る

作
品
に
つ
い
て
の
意
味
や
価
値
は
、
鑑
賞

す
る
人
の
数
だ
け
存
在
す
る
と
い
う
考
え

方
で
す
。
そ
の
よ
う
な
考
え
方
を
基
に
す

る
と
、
美
術
鑑
賞
が
よ
り
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
活
動
と
な
る
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
将
来
は
、
社
会
や
職
業

の
在
り
方
そ
の
も
の
が
大
き
く
変
化
す
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
や
ユ
ネ
ス
コ
な
ど
が

新
し
い
時
代
に
必
要
と
な
る
資
質･

能
力

の
育
成
に
関
し
た
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
に
共
通
す
る
視
点
は
、
社

会
や
生
活
の
中
で
基
礎
的
な
知
識･

技
能

を
活
用
し
な
が
ら
自
ら
課
題
を
発
見
す
る

こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
主

体
的･

協
働
的
に
探
究
し
、
学
び
の
成
果

等
を
表
現
す
る
こ
と
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　

講
座
で
行
っ
た
鑑
賞
活
動
の
学
び
で
は
、

主
に
ど
の
よ
う
な
資
質
や
能
力
が
育
成
さ

れ
た
の
か
、
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

○　

他
者
と
の
違
い
を
自
覚
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
自
分
の
意
見
に
自
信
を
も
つ
。

○　

他
者
と
の
考
え
を
共
有
し
合
い
、
評

価
し
合
お
う
と
す
る
態
度
が
育
つ
。

○　

発
想
や
洞
察
を
通
し
て
、
創
造
的
に

思
考
す
る
ス
キ
ル
が
習
得
さ
れ
る
。

○　

対
話
や
発
表
を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル
が
養
わ
れ
る
。

○　

考
え
や
情
報
を
関
連
付
け
、
比
較
し
、

対
比
す
る
こ
と
を
通
し
て
問
題
解
決
の

ス
キ
ル
が
習
得
さ
れ
る
。

○　

作
品
に
つ
い
て
の
知
識
を
得
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
新
し
い
時
代
に
必
要
と
な

る
資
質･

能
力
に
通
ず
る
も
の
と
い
え
ま

す
。
課
題
の
発
見
と
解
決
に
向
け
て
主
体

的･

協
働
的
に
学
ぶ
創
造
の
場
、
そ
の
よ

う
な
視
点
か
ら
美
術
館
は
豊
か
な
学
び
の

宝
庫
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

急
速
に
変
化
す
る
社
会
を
生
き
抜
く
力

を
育
成
す
る
こ
と
は
、
何
も
子
ど
も
た
ち

だ
け
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
美
術
館
を
教
養
と
し
て
の
生
涯
学
習

の
場
と
と
ら
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
鑑
賞
活
動
に
よ
る
発
想
力

や
想
像
力
を
鍛
え
る
創
造
の
場
と
と
ら
え

る
こ
と
は
、
実
は
私
た
ち
大
人
に
求
め
ら

れ
る
こ
と
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
先
生
の
た
め
の
図
画
工
作
・

　
　
　
　
　
美
術
鑑
賞
指
導
法
講
座
」

平
成
27
年
７
月
11
日
（
土
）

講
師　

星
博
人
さ
ん

会
場　

講
義
室
・
常
設
展
示
室

美
術
館
は
豊
か
な
学
び
の
宝
庫
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
野
外
彫
刻
を
作
ろ
う
」

平
成
27
年
７
月
18
日
（
土
）

「
民
族
楽
器
と
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ジ
ェ
を

作
ろ
う
」

平
成
27
年
８
月
９
日
（
日
）

講
師
：
関
根
秀
樹
さ
ん

　
　
　
（
和
光
大
学
講
師
・
民
俗
文
化
史
研
究
家
）

会
場
：
庭
、
講
義
室
、
創
作
ス
タ
ジ
オ
、

　
　
　

多
目
的
ス
タ
ジ
オ

　
「
美
術
館
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と
い
う

と
、
母
や
同
級
生
は
「
う
そ
だ
っ
ぺ
？
！
」。

図
工
の
成
績
は
「
２
」。
水
郡
線
で
通
っ

た
安
積
高
校
で
も
、「
死
ん
で
も
美
術
は
無

理
！
」
と
選
択
し
た
音
楽
は
10
段
階
評
価
で

「
１
」
だ
っ
た
。
そ
れ
が
今
、
道
具
や
工
作

や
民
族
楽
器
の
本
を
書
い
た
り
、
大
学
で
も

の
づ
く
り
や
民
族
音
楽
の
講
義
を
し
た
り
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
音
楽
番
組
で
坂
本
龍
一
と
共
演
も

し
、
多
摩
美
術
大
の
「
絵
具
実
習
」
や
ら
桑

沢
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン

の
授
業
を
担
当
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
世
の

中
わ
か
ら
な
い
。

　

高
校
で
は
物
理
部
と
茶
道
部
だ
っ
た
が
和

光
大
学
で
は
古
典
文
学
を
専
攻
。
自
由
に
学

べ
る
環
境
で
別
の
大
学
や
別
の
学
科
の
お
も

し
ろ
い
教
授
た
ち
と
出
会
い
、
い
く
つ
も
の

分
野
を
「
広
く
深
く
」
往
還
す
る
こ
と
に
。

工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
秋
岡
芳
夫
先
生
の
縁
で
仙

台
の
大
学
（
工
学
部
）
に
勤
め
た
20
代
の
後

半
、
宮
城
県
美
術
館
に
招
か
れ
、
初
め
て
美

術
館
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
音
・
楽
」
を

や
っ
た
。
木
や
竹
や
土
、
石
、
金
属
、
紙
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
で
古
代
楽
器
や
民
族
楽

器
、
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ジ
ェ
を
作
り
、
仙
台
市

制
100
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
古
代
楽
器
考

証
復
原
と
演
奏
指
導
も
。
そ
の
後
、
福
島
県

立
美
術
館
を
は
じ
め
、
練
馬
、
目
黒
、
横
浜
、

長
崎
、
宮
崎
、
郡
山
そ
の
他
各
地
の
美
術
館

で
さ
ま
ざ
ま
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

今
夏
、
７
月
に
は
木
の
枝
で
韓
国
の
民
俗

造
形
ソ
ッ
テ
（
솟
대
、　sotdae

）
に
想
を

得
た
鳥
の
野
外
彫
刻
を
作
っ
た
。
ソ
ッ
テ
は

災
厄
除
け
や
豊
作
を
願
っ
て
村
の
入
口
の
神

木
や
チ
ャ
ン
ス
ン
（
長
柱
。
道
祖
神
）
の
傍

ら
に
立
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
日
本
や
東

南
ア
ジ
ア
の
「
鳥
居
」
と
も
関
係
し
、
弥
生

時
代
の
遺
跡
か
ら
そ
っ
く
り
な
鳥
の
造
形
も

出
土
し
て
い
る
。

　

韓
国
で
も
多
く
の
民
俗
文
化
が
衰
退
し
、

２
０
０
０
年
頃
に
は
東
京
の
在
日
韓
国
人
の

イ
ベ
ン
ト
で
日
本
人
の
ぼ
く
が
作
り
方
を

指
導
す
る
な
ん
て
不
思
議
な
現
象
も
起
き
た

が
、
最
近
は
民
族
主
義
の
隆
盛
で
伝
統
文
化

の
復
興
が
叫
ば
れ
、
ソ
ウ
ル
の
イ
ベ
ン
ト
会

場
で
超
小
型
ソ
ッ
テ
作
り
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

も
見
か
け
る
。

　

８
月
は
２
万
年
以
上
も
前
か
ら
世
界
中
で

振
り
回
さ
れ
て
き
た
古
代
の
呪
的
音
具
「
う

関
根
秀
樹
（
和
光
大
学
講
師
、
古
代
技
術
・
民
族
文
化
史
研
究
家
）

ワークショップ「野外彫刻を作ろう」

ワークショップ「民族楽器と
サウンドオブジェを作ろう」

な
り
木
」
と
、
ア
ジ
ア
の
凧た

こ

の
弓
う
な
り
か

ら
発
展
し
た
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ジ
ェ
「
ス
ピ

リ
ッ
ツ
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
」
を
制
作
。
絵
や
彫

刻
だ
け
が
ア
ー
ト
で
は
な
い
。
ア
ジ
ア
の
風

土
と
歴
史
の
中
か
ら
新
し
い
「
美
」
は
見
え

て
く
る
。

鳥ソ
ッ
テ竿

と
う
な
り
木
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Ｒeport
ワークショップ
「牙彫体験講座　象牙を彫る、磨く、染める」
平成27年６月７日㈰、14日㈰
講師：前田 中さん
　　　（根付師、国際根付彫刻会役員）
会場：創作スタジオ

第14回風土記の丘の美術展
郡山市内の小学生による作品展
平成27年７月20日（月・祝）～８月23日㈰
会場：展示ロビー
主催：郡山市立美術館
　　　郡山市小学校造形教育研究会

講演会
「イメージの力　
みんぱくのコレクションが語るもの」
講師：吉田憲司さん
　　　（国立民族学博物館副館長）
平成27年8月８日㈯
会場：多目的スタジオ
共催：国立民族学博物館友の会

企画展「超絶技巧！明治工芸の粋」関連ワー
クショップ。現在では非常に貴重となった象
牙の小片を使い、牙彫を体験するワークショ
ップを実施しました。道具の使い方から、磨
き、染めまで挑戦。携帯ストラップなど個性
的な作品が出来上がりました。

郡山市内の小学生が授業で制作した作品を、
地域ごとに週替わりで展示しました。子ども
たちの素直な気持ちが表現された印象深い作
品が数多く出品されました。

企画展「イメージの力―国立民族学博物館コ
レクションにさぐる」の開催趣旨や出品資料
について具体的な例を挙げながら、人間が生
み出してきたイメージの創り方や受け止め方
の共通性と普遍性についてお話しいただきま
した。

ワークショップ
「季節を染める－葛－」
平成27年7月12日㈰
講師：佐治ゆかり（当館館長）
会場：創作スタジオ

ワークショップ
「誰でもカンタン！

キラキラ☆金箔画に挑戦！」
講師：鴻崎正武さん
　　　（画家、東北芸術工科大学准教授）
平成27年10月11日㈰、12日（月・祝）
会場：創作スタジオ

連続企画の当館館長による染色のワークショ
ップ。今回は夏草を代表する葛を材料にしま
した。レクチャーの後で銅とミョウバンで媒
染し、趣の異なる二種類の絹製スカーフを染
めました。見慣れた夏草から美しい緑が得ら
れることに、皆さん驚いていました。

多彩な金箔技法を用いての絵画制作。普通の
息だけでもふわりと動いてしまう非常に薄い
金箔の扱いに四苦八苦しながらも、皆さんは
砂子などで凹凸のマチエールを施し、その上
に自分の顔や花、果物などシンプルなモチー
フを油彩で描きました。

講演会「光と色が放つイメージ」
平成27年７月４日㈯
講師：上羽陽子さん
　　　（国立民族学博物館准教授）
会場：多目的スタジオ
共催：国立民族学博物館友の会

夏休み公開ワークショップ
第10回　風土記の丘発　図工＆美術の時間へようこそ！
平成27年8月１日㈯
会場：多目的スタジオ
講師：郡山市内の小中学校の先生方

講演会「美を結ぶ、美をひらく」
講師：石田佳也さん
　　　（サントリー美術館学芸部長）
平成27年10月４日㈰
会場：多目的スタジオ

企画展「イメージの力―国立民族学博物館コ
レクションにさぐる」にあわせて、みんぱく
の調査・研究・収集について、特にインドを
中心にした染織文化の事例をご紹介いただき
ました。講演終了後も実際の資料をもとに参
加者との質疑応答が続きました。

このワークショップは、様々なコーナーで図工や美術の授業内容を体験できるもので、毎年夏休み
の期間に開催しています。今年は、「アートストーン」「カラフルレストラン」「お面でへんしん」「動
物組み木」「ビー玉コースター」といった、楽しみながら図工や美術に触れることのできるコーナー
のほか、射的や魚つり、こま回しなどのゲームも用意され、子どもたちは自由な発想で熱心に手を
動かしたり、ゲームで盛り上がったりと、とても楽しんでくれているようでした。図工や美術に親
しみながら、これからも創造の楽しさを感じていっていただきたいですね。

企画展「サントリー美術館所蔵品展」関連事
業。「生活の中の美」を基本理念として活動し、
現在は「美を結ぶ。美をひらく。」をミュー
ジアムメッセージに掲げて活動している同館
の成り立ちからコレクション形成の過程、そ
してその魅力をお話しいただきました。
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第１回「妖怪文化の伝統と創造

絵巻から妖怪ウォッチまで」
特別講師：小松和彦さん

（文化人類学者・民俗学者・国際日本文化研究センター所長）

日時：５月30日㈯　午後２時から
会場：多目的スタジオ
妖怪の歴史をひもとき、日本人の想
像力と精神性を考え、その豊かな妖
怪の世界を明らかにしました。

第２回「異界を語る琵琶の音色」
特別講師：塩高和之さん（琵琶奏者）
日時：７月26日㈰　午後２時から
会場：多目的スタジオ
奈良時代から既に日本で愛されてき
た楽器である琵琶について、演奏を
交えながらその魅力と特徴について
お話しいただきました。
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カフェで大好評のデザートメニューから
和菓子のようなパンケーキが新登場。
抹茶と小豆を生地に練り込み焼き上げているので
風味豊かな香りが口いっぱいに広がります。
トッピングの抹茶アイスと黒蜜ソースをかけてお召し上がり
ください。
営業時間　11：00-17：00　電話　024-942-2250

T O P I C S美術館のカフェ　j u j u  1 3 0  c a f e
（ジュジュ　イチサンマル　カフェ）

郡 山 市 立 美 術 館
Koriyama City Museum of Art

〒963-0666  福 島 県 郡 山 市 安 原 町 字 大 谷 地130-2
電話 024-956-2200　ファックス 024-956-2350
http://www.city.koriyama.fukushima.jp/bijyutukan/

この印刷物は、適切に育まれた森から
生まれたFSC®認証紙と、環境にやさしい
植物油インキを使用しています。

平成27年度〈アート・テーク〉

＜アート・テーク＞今後の予定

　「アートに触れる」「アートを掴む」「アートから捉える」。今年度
は異界をテーマに〈アート・テーク〉を実施しています。異界を通
して自然と人間の関係を探りつつ、日常の生活に垣間見られる異界
と人間との関わりを考えていきます。

第５回「見えないものを見せるための
いくつかの仕掛け」

講師：京極夏彦さん（小説家）
日時：平成28年１月23日㈯　午後２時から
会場：多目的スタジオ
申込方法：①〜④を記入の上、ハガキ、ファック
ス、Ｅメール（bijutsukan@city.koriyama.fukushima.jp）
のいずれかでお申し込みくだ
さい。
締切：平成27年12月27日㈰必着。
①参加者全員の氏名・性別・
　年齢（一件につき２名まで）
②郵便番号・住所（代表者）
③電話番号及びFAX番号（代表者）
④友の会会員の方は会員番号
※応募者多数の場合は抽選。

第６回「境界の造形」
講師：佐治ゆかり（当館館長）
日時：平成28年３月26日㈯　午後２時から
会場：講義室

第３回「衣と〈後ろの世界〉」
講師：佐治ゆかり（当館館長）
日時：９月26日㈯　午後２時から
会場：講義室

【期間限定】抹茶と小豆のパンケーキ
（単品590円・ドリンクセット970円）
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撮影：但馬一憲


